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神奈川県菱沼海岸（相模湾）に漂着したアナゴ科キツネアナゴの葉形仔魚

酒井恭平 1・武井優之介 2

A leptocephalus specimen (104.0 mm total length) of Rhyn-
choconger ectenurus (Jordan and Richardson, 1909) (Congridae) 
was stranded on the Hishinuma coast (Sagami Bay), Kanagawa 
Prefecture, Japan. In Japanese waters, the species has previously 
been recorded from Aichi to Kagoshima prefectures (Pacific 
coast), Fukui Prefecture (Sea of Japan coast), and the East Chi-
na Sea. Additionally, specimens of R. ectenurus collected from 
Kanagawa, Shizuoka, and Nagasaki prefectures are registered 
and preserved in Japanese museum collections, indicating its 
presence in these regions. Moreover, the leptocephali that were 
identified as R. ectenurus by DNA barcording have recently been 
reported from the East China Sea, and their morphological fea-
tures have been clarified. Thus, the present specimen represents 
the first documented record from Sagami Bay in Kanagawa Pre-
fecture.
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 Abstract

アナゴ科 Congridaeのキツネアナゴ属 Rhynchoconger

は，世界で 9有効種が知られ（Kodeeswaran et al., 2023），

日本にはキツネアナゴ Rhynchoconger ectenurus (Jordan and 

Richardson, 1909)が分布する（本村，2025）．キツネアナ

ゴは，大陸棚上から大陸棚斜面の底質の柔らかい海底に生

息する底生性魚類で，北西太平洋（日本，朝鮮半島，東

シナ海，済州島，台湾，浙江省から広東省，および海南

島），オーストラリア北部，およびインド西部沿岸に分布

し（Hoese and Hanley, 1989; Hoese and Gates, 2006； 波 戸

岡，2013; Venu, 2013），水深 80–500 m から報告されてい

る（Kotthaus, 1968; Mohapatra et al., 2022）．日本国内では

愛知県から鹿児島県志布志湾にかけての太平洋沿岸，愛媛

県八幡浜，福井県，瀬戸内海，および東シナ海から出版物

に基づく記録がある（波戸岡，2013；河野ほか，2014；吉

郷，2018; Sakai et al., 2024）．また，サイエンスミュージア

ムネットには，神奈川県小田原（鹿児島大学総合研究博物

館：KAUM–I. 147676）と長崎県（KAUM–I. 157749），お

よび静岡県戸田沖（国立科学博物館：NSMT-P 78228）か

ら得られた標本の情報が登録・公開されている．

アナゴ科を含むカライワシ上目 Elopomorphaの仔魚は，

体が一般に柳葉状で，大きい，側扁する，頭部が体に比

して著しく小さい，および透明であるなどの特徴をもち，

葉形仔魚またはレプトケパルス幼生と呼ばれる（Smith, 

1989；望岡，2014a）．日本産アナゴ科魚類 29種のうち，

11種と種が不明な 12タイプの葉形仔魚の形態的特徴が

知られているが（Castle, 1997；望岡，2014b; Kurogi et al., 

2015; Chow et al., 2016; Sakai et al., 2024; Sakai and Mochioka, 

2024），キツネアナゴの葉形仔魚は，体が適度に伸長する

こと，尾端が先細ること，頭部の後ろから尾端部にかけて

の体側正中線下方に 1列のやや大きな内在性黒色素胞をも

つこと，および総筋節数が 173–184であることなどの特徴

から，その他の日本産アナゴ科魚類の葉形仔魚と識別でき

る（Sakai et al., 2024）．

2025年 3月 15日に，本報告の第 2筆者が行った漂着物

採集にて，神奈川県茅ケ崎市の相模湾に面する菱沼海岸に

漂着した 1個体のキツネアナゴ葉形仔魚が採集された．上

述の通り，神奈川県からの本種の記録はサイエンスミュー

ジアムネットに登録された標本情報に限られるため，本標

本は同県からの追加情報として，またアナゴ科魚類の葉形

仔魚の形態に関する情報を蓄積することを目的として，今

回得られた標本を詳細に記載して報告する．

材料と方法
標本の幼歯の計数と名称は高井（1959）に従い，その

他の計数・計測と名称は Smith (1989)と望岡（2014b）に従っ
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た．標本の幼歯と筋節数の計数，および黒色素胞分布観察

には実体顕微鏡を用いた．頭長と体高の計測は顕微鏡カメ

ラソフトウェアを用い，全長，背鰭前長，および肛門前長

の計測はデジタルノギスを用いて，0.1 mm単位まで行っ

た．計測は生鮮時と 70%エタノール浸漬からおよそ 24時

間後にも行った．本報告で使用した標本と写真資料は，神

奈川県立生命の星・地球博物館にそれぞれ KPM-NI（標本

資料）と KPM-NR（写真資料）として登録・保管されている．

なお同館の標本資料番号は，電子台帳上はゼロが付加され

た 7桁の数字が使用されているが，ここでは資料番号とし

て本質的な有効数字で表した．神奈川県小田原，長崎県，

および静岡県戸田沖の標本の情報は 2025年 4月 20日に鹿

児島大学総合研究博物館と国立科学博物館のデータをサイ

エンスミュージアムネット（URL）より取得した．

Rhynchoconger ectenurus (Jordan and Richardson, 1909)

キツネアナゴ
（Fig. 1）

標本　KPM-NI 88111，全長 104.0 mm（生鮮時）・97.3 

mm（エタノール固定標本），神奈川県茅ケ崎市菱沼海岸（相

模湾），漂着物採集，2025年 3月 15日午前 6時 15分頃，

武井優之介．

記載　体は適度に長く，側扁し，尾端が先細る．頭長
は全長の 5.9%（固定標本では 5.4%）で，頭部が体に比し

て著しく小さい．体高は体の中央部やや後方で最大になり，

全長の 8.7% （8.0）．背鰭，臀鰭，および尾鰭は発達し，連

続する．背鰭前長は全長の 26.9% （25.9）で，背鰭が全長

のおよそ 4分の 1から開始する．消化管は直線状で長く，

肛門前長が全長の 61.5% （65.9）で，臀鰭は肛門の直後か

ら始まる．胸鰭はよく発達し，鰭条数は 11．鰓孔と鰾が

発達する．総筋節数は 177，背鰭前筋節数は 33，肛門前筋

節数は 86，肛門 –背鰭始部間筋節数は 53．第 1垂直血管

の筋節上の位置は 12，最終垂直血管の筋節上の位置は 45．

幼歯は上顎の先端に 1本の把握歯があり，その上部に 1本

の細歯をもつ．把握歯の後方には大きい前歯 5本と小さい

後歯 14本が並ぶ．下顎の先端に 1本の把握歯があり，そ

の後方には大きい前歯 7本と小さい後歯 6本が並ぶ．

色彩　採集直後の生鮮時（Fig. 1A）と解凍時（Fig. 1B–E）

の色彩は，全身が透明で，鰾は銀白色，その他の臓器系は

乳白色．

黒色素胞の分布　頭部の色素沈着は，吻部上方に 3個

と上唇前方に 2個の微小な黒色素胞，上顎の口蓋表面に 1

個の小さな黒色素胞，および下顎の角に 1個の星状黒色素

胞があり，心臓の側面付近に 7個の小さな黒色素胞をもつ．

体側の色素沈着は，頭部のすぐ後ろから尾端部にかけての

正中線下方にやや大きな内在性黒色素胞が 1–11個の筋節

ごとに 1列並び，頭部のすぐ後ろから肛門までの消化管の

両側面にやや大きな表在性黒色素胞が 1–4個の筋節ごとに

1列並ぶ．92筋節位から尾端までの臀鰭基底付近の側面に

沿って小さな黒色素胞が並ぶ．150筋節位から尾端までの

背鰭基底付近，肛門のすぐ後ろから 109筋節位までの臀鰭

担鰭部，臀鰭の尾端付近，および尾鰭の側面に微小な黒色

素胞をもつ．

分布　北西太平洋（日本，朝鮮半島，東シナ海，済州島，
台湾，浙江省から広東省，および海南島），オーストラリ

ア北部，およびインド西部沿岸（Hoese and Hanley, 1989；

波戸岡，2013; Venu, 2013）．国内では神奈川県（相模湾），

愛知県から鹿児島県志布志湾にかけての太平洋沿岸，愛媛

県八幡浜，福井県，瀬戸内海，および東シナ海（波戸岡，

2013；河野ほか，2014；吉郷，2018; Sakai et al., 2024；本研究）．

また，サイエンスミュージアムネットには神奈川県小田原，

静岡県戸田沖および長崎県から得られた標本の情報が登録

されている．

備考　本研究の標本は，体が適度に伸長すること，体
高が体の中央部やや後方で最大になること，尾端が先細る

こと，消化管が直線状で長いこと，頭部がやや小さいこと，

背部の輪郭が凸状であること，頭部のすぐ後ろから尾端部

にかけての体側正中線下方にやや大きな内在性黒色素胞が

1列並ぶこと，頭部のすぐ後ろから肛門までの消化管の両

側面にやや大きな表在性黒色素胞が 1列並ぶこと，心臓の

側面に数個の黒色素胞をもつこと，および背鰭と臀鰭の側

面に微小な黒色素胞を持つことから，Sakai et al. (2024)に

したがってキツネアナゴ属葉形仔魚に同定された．さらに，

本研究の標本は，総筋節数が 177，背鰭前筋節数が 33，肛

門前筋節数が 86，および第 1垂直血管の筋節上の位置が

12であること，上顎に細歯が 1本，把握歯が 1本，前歯

が 5本，および後歯が 14本並ぶこと，下顎に把握歯が 1本，

前歯が 7本，および後歯が 6本並ぶこと，および下顎の角

に 1個の星状黒色素胞をもつことが，Sakai et al. (2024)が

記載したキツネアナゴの大型の葉形仔魚標本（n = 7，全

長 75.5–93.2 mm，以降は大型標本と表記）の標徴と一致し，

さらに，胸鰭条数が 11であることが Sakai et al. (2024)が

示したキツネアナゴの成魚の計数値と一致したため，本種

に同定された．

また，本研究の標本の全長に対する背鰭前長の比率

（エタノール固定時 25.9%）と全長に対する肛門前長の比

率（65.9%）は，Sakai et al. (2024)が示した大型標本での

値（それぞれ 17.6–57.6%と 43.3–82.1%）の範囲に含まれ

た．本標本は，Sakai et al. (2024)の示した計数値と比較し

て，最終垂直血管の筋節上の位置（前者では 45 vs. 後者で

は 47），大型標本における全長に対する頭長の比率（5.4% 

vs. 5.8–7.1%），および全長に対する体高の比率（8.0% vs. 

5.0–7.3%）が変異の範囲をわずかに超えたが，これらは種

http://science-net.kahaku.go.jp/
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Fig. 1. Leptocephalus specimen of Rhynchoconger ectenurus (KPM-NI 88111, 104.0 mm total length) stranded from Sagami Bay, 
Kanagawa Prefecture, Japan in fresh (immediately after collection) (A) and thawed conditions (B–E). (A) lateral view; (B) lateral 
view of head; (C) lateral view of anterior part of body and gut; (D) lateral view of posterior part of body and gut; (E) lateral view 
of tail tip. Arrows indicate origins of dorsal and anal fins. Scale bars = 10 mm (A) and 1 mm (B–E). Photos by Y. Takei (A) and K. 
Sakai (B–E).
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内変異とみなした．Sakai et al. (2024)は，キツネアナゴ葉

形仔魚の小型標本（n = 6，全長 24.3–32.4 mm）では吻部

と上顎の口蓋に黒色素胞をもつが，大型標本ではもたない

と記載した．しかしながら，本標本は全長 97.3 mmと大

型でありながら，どちらの部位にも黒色素胞をもち，吻部

にいたっては，Sakai et al. (2024)が記載した小型標本での

黒色素胞の個数よりも多いことから，Sakai et al. (2024)が

観察した大型標本ではこの部位に損傷があった可能性があ

る．

キツネアナゴの葉形仔魚は，体が適度に伸長するこ

と，尾鰭が背鰭および臀鰭と連続すること，消化管が直線

状で長いこと，および頭部の後ろから尾端部にかけての

体側正中線付近に黒色素胞が 1列並ぶことで，マアナゴ

Conger myriaster (Brevoort, 1856)，ハモ Muraenosox cinereus 

(Forsskål, 1775)，およびスズハモMuraenosox bagio (Hamil-

ton, 1822)の葉形仔魚と類似するが，上顎の口蓋表面に黒

色素胞をもつこと（マアナゴ，ハモ，およびスズハモでは

無い），大型標本では下顎の角に 1個の星状黒色素胞をも

つこと（無い），総筋節数が 173–184であること（マアナ

ゴでは 142–149，ハモでは 144–156，およびスズハモでは

128–134），および最終垂直血管の筋節上の位置が 45–47で

あること（53–58，66–76，および 51–63）などの特徴で識

別できる（望岡，2014b；多部田・望岡，2014; Sakai et al., 

2024；本研究，Figs. 1, 2）．また，キツネアナゴの葉形仔

魚は，マアナゴの葉形仔魚とは，眼の下方に黒色素胞をも

たないこと（マアナゴは半月形に拡散した黒色素胞をもつ）

から容易に識別でき（望岡，2014b; Sakai et al., 2024；本研

究，Figs. 1B, 2B），ハモとスズハモの葉形仔魚とは，肝臓

が目立たないこと（ハモとスズハモは体の前方で顕著に膨

らむ），眼の背方に大型黒色素胞をもつこと（無い），およ

び体側の黒色素胞が筋節にあること（筋隔上にある）で容

易に識別できる（多部田・望岡，2014; Sakai et al., 2024；

本研究，Figs. 1, 2C, D）．

本標本の計数形質は，Sakai et al. (2024)によって報告さ

れたキツネアナゴ葉形仔魚の中でも，背鰭始部と肛門の位

置が比較的前進した標本（n = 2，全長 81.8–93.2 mm，背

鰭前筋節数 21–29，肛門前筋節数 60–76）に近似する．さ

らに，吻部が著しく丸いこと，鰓孔と鰾が発達すること，

および吻部と垂直鰭の黒色素胞数が比較的多いことから，

前述の標本よりも変態が進行した着底直前の段階にある個

体と考えられる．

本標本が得られた採集では，キツネアナゴの他にセ

ンハダカ Diaphus suborbitalis Weber, 1913（1個体），タカ

ハダカ Diaphus schmidti Tåning, 1932（2個体），オキエソ

Trachinocephalus trachinus (Temminck and Schlegel, 1846) の

仔魚（1個体），ボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758

の稚魚（1個体），およびオキアミ目（Euphausiacea）の一

種が得られた（タカハダカとオキエソの標本は著者以外の

個人により保存されているが，その他は保存されていな

い）．ハダカイワシ類やオキアミ類は，日周鉛直移動を行

うことが知られており（齊藤，2006），夜間に表層付近へ

浮上することで，海岸に漂着する個体がしばしば報告され

ている（小林・内田，2021；小枝・和智，2022）．葉形仔

魚においても，マアナゴでは，肛門が全長の 1/2から 9/10

Fig. 2. Fresh specimens of leptocephali Conger myriaster (A, B: KPM-NR 261259, about 110 mm total length, collected on 29 Mar. 
2025) and Muraenesox cinereus (C, D: KPM-NR 261258, about 80 mm total length, 26 Oct. 2022) stranded on the Hishinuma 
coast (Sagami Bay), Kanagawa Prefecture, Japan. Photos by Y. Takei.
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に位置する変態 I期と約 1/2に位置する変態 II期において，

日周鉛直移動を行うと考えられている（福井ほか，2005）．

本研究のキツネアナゴの標本も，肛門が全長の約 6/10に

位置し，体に大きな損傷が認められないことから，夜間に

海面付近まで浮上した際に海岸に漂着したと考えられる．
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